
月
刊
島
民 

中
之
島　

1
0
3
号　

2
0
1
7
年
2
月
1
日
発
行　

編
集
・
発
行
人
／
大
迫 

力（
1
4
0
B
）　

編
集
・
発
行
／
月
刊
島
民
プ
レ
ス　

〒
5
3
0-

0
0
0
4 

大
阪
市
北
区
堂
島
浜
2-

1-

29 

古
河
大
阪
ビ
ル
4
階　

定
価
0
円　

Printed in Japan

Vol.103 2017 2/1

申し込み受付中!

     「大相撲2017年問題
 を語ろう」

浦風冨道

堂
島
よ
り
愛
を
コ
メ
て
。
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Come on!

Dojima

　
ま
ず
諸
藩
の
大
名
は
税
と
し
て
、
農
民
か

ら
年
貢
米
を
取
り
立
て
る
。（
❶
）
し
か
し
、

そ
の
米
を
全
部
食
べ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
。

現
金
に
換
え
な
い
と
他
の
生
活
必
需
品
は
何

も
手
に
入
ら
な
い
。
大
名
か
ら
藩
士
へ
渡
す

「
俸
禄
米
」
や
「
扶
持
米
」
と
い
っ
た
給
料
も
、

形
式
上
は
「
米
」
だ
が
、
実
際
は
貨
幣
で
支

払
わ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
一
大
換
金
拠
点
で

あ
る
大
坂
へ
、
米
を
一
括
で
送
る
わ
け
だ
。

　
秋
に
収
穫
が
終
わ
り
、
国
元
で
船
に
積
み

こ
ま
れ
た
米
俵
は
、
そ
の
秋
冬
の
う
ち
に
大

坂
に
あ
る
諸
藩
の
蔵
屋
敷
へ
向
か
う
。
船
が

大
坂
に
近
づ
く
と
、
蔵
屋
敷
か
ら
出
し
た
小

舟
に
積
み
替
え
、
市
中
の
川
を
通
っ
て
蔵
屋

敷
に
届
け
ら
れ
る
。（
❷
）
と
言
っ
て
も
こ

れ
は
九
州
・
中
国
の
西
国
諸
藩
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
、
北
国
の
諸
藩
は
荒
れ
る
冬
の
日
本

海
を
避
け
て
翌
年
の
春
か
ら
初
夏
に
届
く
の

が
常
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
米
の
到
着
時
期

の
違
い
が
、
米
市
の
シ
ス
テ
ム
に
も
影
響
を

与
え
る
こ
と
に
な
る
の
を
覚
え
て
お
い
て
ほ

し
い
。

　
大
坂
に
出
回
る
米
を
「
廻か

い

米ま
い

」
と
言
い
、

蔵
屋
敷
に
納
め
ら
れ
る
の
で
「
蔵く

ら

米ま
い

」
と
も

堂
島
よ
り
愛
を
コ
メ
て
。

江
戸
時
代
、全
国
の
年
貢
米
が
集
ま
っ
て
き
た
大
坂
。

堂
島
に
あ
っ
た
米
市
場
と
中
之
島
の
蔵
屋
敷
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
、

﹁
天
下
の
台
所
﹂と
呼
ば
れ
た
大
坂
の
経
済
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。

し
か
し
、そ
の
実
態
は
あ
ま
り
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

誰
が
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
た
の
か
？ 

な
ぜ
米
市
場
が
必
要
だ
っ
た
の
か
？

当
時
の
絵
図
や
資
料
を
元
に
紐
解
い
て
み
る
。

取
材
・
文
／
江
口
由
夏（
本
誌
）　
取
材
協
力
／
宮
本
又
郎（
大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長
・
大
阪
大
学
名
誉
教
授
）

大阪企業家ミュージアム館長・
大阪大学名誉教授
宮本又郎さん

お金の動き

米の動き

米切手の動き

❽米切手と
引換に
蔵米を
受け取る

❻銀切手と
引換に
米切手発行

　大坂にある諸藩の蔵屋敷では、いろいろな人が働いていました。責任者で
ある「留守居」（るすい）をはじめ、国元出身の役人たちが駐在。その他に蔵
米など物資の出入りを管理する「蔵元」（くらもと）（❸）、米仲買人から金銭を
受け取って蔵屋敷に納める経理担当の「掛屋」（かけや）（❿）などがいましたが、
だんだんとお金を扱うのに慣れた大坂商人たちが請け負うようになりました。
　諸藩と上手く結びついた彼らは士分に取り立ててもらっただけでなく、クラ
イアントの藩や米仲買人から手数料をとることで美味しい思いをしていたよう
です。鴻池屋や加島屋など、有能な豪商たちが蔵元と掛屋を兼任する場合も
多々見られました。

宮本先生のワンポイント解説
蔵屋敷で働く町人たち。

【
米
の
堂
島
史
】其
の一

国
元
か
ら
大
坂
へ
。

江
戸
時
代
の
お
米
流
通
シ
ス
テ
ム
。

かつて大阪市立科学館の北側に存在した、広島藩蔵屋敷の復
元模型（大阪歴史博物館）。国元から米俵が届いたようだ。

関西学院大学客員教授、放送大
学客員教授。著書に『日本企業
経営史研究―人と制度と戦略と』

（有斐閣）『商都大阪をつくった男 
五代友厚』（NHK出版）など多数。

この米

お買い
得やで

この値段でどないやろ？

解説はこの方

『摂津名所図会』「堂島米市米市場」より
大阪府立中之島図書館蔵 2
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呼
ば
れ
た
。
ち
な
み
に
大
坂
か
ら
ほ
ど
近
い

近
畿
地
方
の
諸
藩
は
蔵
屋
敷
を
置
か
な
い
ケ

ー
ス
が
多
く
、
蔵
屋
敷
を
経
由
せ
ず
直
接
大

坂
の
米
問
屋
に
卸
し
た
（
こ
れ
は
「
納な

屋や

米ま
い

」
と
呼
ば
れ
た
）。

　

大
坂
に
届
い
た
蔵
米
は
、
競
売
に
か
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。
競
売
に
参
加
す
る
の
は
、

「
蔵く

ら

名な

前ま
え

」
と
呼
ば
れ
た
幕
府
公
認
の
入
札

資
格
を
持
つ
米
の
仲
買
人
た
ち
。
彼
ら
は
期

日
ま
で
に
買
い
取
り
希
望
数
と
価
格
を
各
蔵

屋
敷
に
入
札
す
る
。
期
日
を
迎
え
る
と
最
高

入
札
価
格
か
ら
順
番
に
落
札
者
が
決
ま
り
、

定
数
に
達
し
た
と
こ
ろ
で
終
了
す
る
。（
❹
）

　

勘
違
い
さ
れ
が
ち
な
の
だ
が
、
こ
の
入
札

が
行
わ
れ
る
の
は
米
市
で
は
な
く
、
諸
藩
の

蔵
屋
敷
に
お
い
て
。
藩
に
よ
っ
て
米
が
蔵
屋

敷
に
到
着
す
る
時
期
が
異
な
る
た
め
、
競
売

が
行
わ
れ
る
時
期
も
ず
れ
る
か
ら
だ
。

　

さ
て
、
落
札
し
た
仲
買
人
は
、
翌
日
に
手

付
金
と
し
て
３
分
の
１
の
「
敷
銀
」（
当
時
、

大
坂
で
流
通
し
て
い
た
貨
幣
は
銀
だ
っ
た
）、

10
日
以
内
に
残
り
の
代
銀
を
蔵
屋
敷
の
出
納

係
で
あ
る
掛
屋
に
支
払
う
必
要
が
あ
っ
た
。

代
わ
り
に
掛
屋
は
領
収
書
で
あ
る「
銀
切
手
」

を
発
行
。（
❺
）
そ
の
銀
切
手
を
蔵
屋
敷
に

持
っ
て
い
く
こ
と
で
、
米
仲
買
人
は
「
米
切

手
」
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。（
❻
）

　

こ
の
米
切
手
は
、
１
枚
に
つ
き
10
石
の
米

と
引
き
換
え
ら
れ
る
手
形
の
よ
う
な
も
の
。

藩
ご
と
に
発
行
さ
れ
、
偽
造
を
防
ぐ
た
め
、

わ
ざ
と
特
殊
な
文
字
で
藩
名
や
入
札
者
な
ど

を
記
載
し
て
い
た
。
米
仲
買
人
は
、
米
切
手

を
依
頼
主
で
あ
る
米
問
屋
に
売
る
か
、
堂
島

米
市
で
他
の
米
仲
買
に
売
り
さ
ば
く
。（
❼
）

米
切
手
を
所
持
し
て
い
れ
ば
、
30
日
以
内
に

い
つ
で
も
蔵
屋
敷
か
ら
蔵
米
を
引
き
出
せ
た
。

（
❽
）
そ
の
米
が
町
人
ら
消
費
者
の
食
卓
に

届
く
の
で
あ
る
。（
❾
）

　

一
方
、
蔵
屋
敷
の
掛
屋
は
手
に
入
れ
た
金

銭
を
大
名
の
江
戸
藩
邸
と
国
元
へ
送
る
。

（
⓫
）
こ
の
送
金
は
為
替
を
用
い
て
行
わ
れ

た
の
で
、
や
は
り
掛
屋
は
そ
う
い
っ
た
業
務

に
慣
れ
て
い
る
商
人
た
ち
が
適
任
だ
っ
た
よ

う
だ
。
米
切
手
を
介
し
た
実
物
取
引
（
実
質

的
な
、
で
は
あ
る
が
）
は
、
16
世
紀
半
ば
頃

に
は
ほ
ぼ
確
立
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
る
。

蔵
屋
敷
か
ら
仲
買
人
へ
。

　そもそも大坂に米市が必要になったのは、戦国時代から
江戸時代にかけて開発ブームが訪れ、米が大量に収穫で
きるようになったからです。日本は稲作の経済と言われま
すが、中世までは小規模な山間部での栽培にとどまってい
ました。しかし、豊臣秀吉や戦国大名らによる大規模な河
川改修が行われ、大河川下流の平野部で米の大増産が可
能になった。江戸や大坂のような都心部で売れる米を年貢
として徴収し、それらを送って換金したら効率が良いという
考え方が、米中心経済の根本です。

宮本先生のワンポイント解説
なぜ米が経済の中心に?

❷米を運ぶ

⓫米代銀
送金

お金の動き

米の動き

米切手の動き

❼米切手売買❼米切手売買

❹蔵米の入札・米代銀納入
❺銀切手発行

❿米代銀納入

❽米切手と
引換に
蔵米を
受け取る

❻銀切手と
引換に
米切手発行

　大名 蔵屋敷

　掛屋
（蔵屋敷の出納係）

　米仲買

消費者

各種問屋や小売商

蔵米問屋

図解・江戸時代のコメ流通システム

堂島の米市（堂島米会所）

　蔵元
（蔵屋敷の管理者）　農民 大名の藩邸

取引終
了!

はよ帰
らんか

❶年貢米を納める ❸米など物資を管理する

❾米の売買

大坂

江戸

国元

3

島民Vol.103.indd   3 2017/01/23   23:04



【
米
の
堂
島
史
】其
の
二

米
市
な
の
に
米
は
な
し
!?

大
坂
の
米
商
い
の
実
態
と
は
。

　

仲
買
人
が
買
っ
た
米
切
手
が
米
問
屋
に
売

却
さ
れ
、
米
問
屋
が
こ
れ
を
蔵
屋
敷
に
持
参

し
て
現
米
と
引
き
換
え
、
小
売
商
に
販
売
し

て
消
費
者
に
届
く
と
い
う
の
が
、
大
坂
に
お

け
る
米
の
流
通
ル
ー
ト
の
一
つ
だ
っ
た
。
し

か
し
、
も
う
一
つ
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
。
仲
買

人
が
蔵
屋
敷
か
ら
買
っ
た
米
切
手
を
自
ら
の

思
惑
で
他
の
仲
買
人
に
転
売
し
、
そ
れ
が
さ

ら
に
米
問
屋
に
売
却
さ
れ
る
と
い
う
ル
ー
ト

で
あ
る
。
こ
の
米
仲
買
同
士
が
売
買
す
る
市

場
と
し
て
栄
え
た
の
が
、
堂
島
米
市
だ
っ
た
。

　

こ
こ
に
喜
六
と
松
七
と
い
う
２
人
の
米
仲

買
、
清
八
と
い
う
米
問
屋
が
い
た
と
し
よ
う
。

　

蔵
屋
敷
で
発
行
さ
れ
た
米
切
手
は
、
30
日

以
内
に
実
米
と
引
き
換
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
米
切
手

を
入
手
し
た
米
問
屋
た
ち
は
こ
の
ル
ー
ル
を

な
か
な
か
守
ら
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
米

の
需
要
は
1
年
を
通
じ
て
あ
り
、
蔵
屋
敷
か

ら
米
切
手
が
発
行
さ
れ
る
秋
冬
に
米
を
引
き

取
っ
て
し
ま
う
と
、
自
分
の
蔵
で
年
中
保
管

し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
蔵
屋
敷

に
甘
え
る
こ
と
に
し
た
。
蔵
屋
敷
は
サ
ー
ビ

ス
で
無
料
で
実
米
を
保
管
し
て
く
れ
た
か
ら
、

蔵
出
し
期
限
は
実
質
無
期
限
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

　

一
方
、
米
切
手
を
発
行
す
る
側
の
蔵
屋
敷

の
役
人
や
商
人
も
、
ふ
と
気
づ
く
。
米
に
換

え
る
者
が
少
な
い
な
ら
、
米
切
手
の
量
と
同

じ
だ
け
の
米
の
在
庫
は
必
要
な
い
。
む
し
ろ
、

実
態
よ
り
も
多
く
米
切
手
を
発
行
す
れ
ば
、

そ
の
分
だ
け
現
金
が
手
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
実
米
の
裏
付
け
が
な
い
米
切
手
は
「
空か

ら

米ま
い

切き
っ

手て

」
と
呼
ば
れ
た
。

　

米
切
手
は
ほ
し
い
が
米
は
い
ら
な
い
仲
買

人
と
、
米
切
手
の
発
行
で
儲
け
る
蔵
屋
敷
の

喜
六
は
広
島
藩
蔵
屋
敷
で
落
札
し
た
米
切
手

を
、
堂
島
米
市
で
松
七
に
売
却
し
た
。
こ
の

売
却
は
時
の
相
場
で
行
わ
れ
る
か
ら
、
蔵
屋

敷
で
落
札
し
た
値
段
よ
り
、
米
市
で
の
価
格

が
高
く
な
っ
て
い
れ
ば
喜
六
は
儲
か
る
。
下

が
っ
て
い
れ
ば
損
を
す
る
。
次
に
、
松
七
は

米
問
屋
の
清
八
に
こ
の
米
切
手
を
売
却
。
こ

の
販
売
価
格
は
、
時
の
米
市
の
相
場
に
一
定

の
「
仲な

か
が
い
こ
う
せ
ん

買
口
銭
」
が
上
乗
せ
さ
れ
て
い
る
。

米
切
手
を
買
っ
た
清
八
は
、
こ
れ
を
蔵
屋
敷

に
持
参
し
て
実
米
を
入
手
し
小
売
商
に
転
売

す
る
が
、こ
の
時
に
は
さ
ら
に
「
問
屋
口
銭
」

が
上
乗
せ
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
取
引
ご
と
に
授
受

さ
れ
た
の
は
実
米
で
は
な
く
、
米
切
手
と
い

う
紙
片
だ
っ
た
こ
と
。
米
は
嵩
高
く
て
重
く
、

俵
が
破
れ
た
り
す
る
と
厄
介
な
物
品
だ
。
大

量
取
引
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
中
で
、
米
の

代
用
と
し
て
米
切
手
で
取
引
す
る
こ
と
は
、

大
変
便
利
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
堂
島
米
市
で
売
買
さ
れ
て
い

た
の
は
、
す
べ
て
米
切
手
。
米
市
と
い
っ
て

も
、
米
の
現
物
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
こ
れ
が
堂
島
の
商
い
を
隆
盛
に
し
た

大
き
な
要
因
の
一
つ
だ
っ
た
。

利
害
が
一
致
し
、
米
切
手
は
い
よ
い
よ
証
券

化
し
て
い
く
。
空
米
切
手
が
不
渡
り
に
な
る

の
を
恐
れ
た
幕
府
は
、
再
三
そ
の
発
行
を
規

制
す
る
法
令
を
出
す
が
、
発
行
は
止
ま
ら
な

か
っ
た
。

　

江
戸
時
代
も
後
半
の
文
化
11
年
（
１
８
１

４
）、
久
留
米
藩
が
40
万
石
も
の
空
米
切
手

を
出
し
て
市
場
を
大
混
乱
さ
せ
た
事
件
な
ど

は
、
米
切
手
の
金
融
商
品
的
性
格
の
末
路
で

あ
っ
た
。

金
融
商
品
化
す
る
米
切
手
。

　まだ蔵屋敷がなかった時代は、大名たちは米を上手く
売りさばく術を持たず、例えば淀屋のような豪商に頼む
しかありませんでした。大名から売却を委託された淀屋
は、自分の屋敷前に米市を開いていました。その市は、
淀屋橋南詰から現在の三井住友銀行大阪本店ぐらいま
で広がっていたと考えられています。この頃はまだ、現物
とお金のやり取りですから、米市にはちゃんと米俵があ
りました。大名が自分で管理できる蔵屋敷ができたことで、淀屋ら商人への委
託はひとまず不要になり、代わって米切手というシステムが生まれてきたわけです。

宮本先生のワンポイント解説
昔はもちろん米はありました。

肥前国（佐賀県）唐津藩の米切
手。特別展示開催中の大同生
命大阪本社で見ることができる。
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Come on!

Dojima
【
米
の
堂
島
史
】其
の
三

も
っ
と
自
由
な
市
場
に
!

 「
先
物
取
引
」の
誕
生
。

　

と
こ
ろ
で
、
米
切
手
に
よ
る

取
引
に
は
リ
ス
ク
が
あ
っ
た
。

換
金
サ
イ
ク
ル
が
ル
ー
ズ
に
な

っ
た
と
は
言
え
、
米
切
手
は
い

つ
か
は
実
米
に
換
わ
る
。
し
か

し
、
米
と
い
う
商
品
は
豊
凶
が

あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
価
格
が

乱
高
下
し
や
す
い
。
思
惑
商
い

（
金
儲
け
）
目
当
て
の
仲
買
人

に
と
っ
て
は
そ
の
方
が
旨
味
が

あ
る
が
、
堅
実
な
商
い
を
し
た

い
米
問
屋
に
と
っ
て
は
リ
ス
ク

が
大
き
く
取
引
に
参
加
し
づ
ら
く
な
る
。
ま

た
、
不
作
の
場
合
、
各
藩
は
米
切
手
を
発
行

で
き
な
く
な
り
、
現
金
が
手
に
入
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
空
米
切
手
も
や
り
過
ぎ
る
と

た
だ
の
借
金
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
そ
う

そ
う
乱
発
で
き
な
い
。

　

そ
こ
で
自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
た
の
が

「
帳

ち
ょ
う
あ
い
ま
い

合
米
」
と
呼
ば
れ
る
先
物
取
引
だ
っ
た
。

発
行
済
み
の
米
切
手
を
売
買
し
、
４
日
以
内

に
現
銀
と
米
切
手
を
受
け
渡
す
実
物
取
引
と

異
な
り
、
架
空
の
米
（
帳
簿
上
だ
け
で
売
買

が
記
録
さ
れ
る
米
）
の
取
引
を
行
い
、
将
来

的
に
決
済
が
行
わ
れ
る
も
の
を
指
す
。

　

先
物
取
引
は
、
わ
ず
か
な
手
数
料
の
み
で

手
軽
に
参
加
で
き
た
こ
と
が
大
き
な
利
点
だ

っ
た
。
実
物
取
引
で
は
、
一
定
の
現
銀
や
米

切
手
を
持
っ
て
い
な
い
と
売
買
に
参
加
で
き

な
か
っ
た
が
、
先
物
取
引
で
は
、
現
金
と
米

切
手
の
授
受
が
取
引
ご
と
に
は
発
生
し
な
い

た
め
、
元
に
な
る
現
金
や
米
切
手
を
用
意
す

る
こ
と
な
く
誰
も
が
参
加
し
や
す
い
。

　

し
か
も
決
済
は
相
場
の
変
動
に
よ
る
差
額

だ
け
だ
っ
た
の
で
、
米
の
大
量
取
引
に
は
も

っ
て
こ
い
。
江
戸
時
代
の
大
坂
で
生
ま
れ
た

こ
の
先
物
取
引
は
、
世
界
に
先
駆
け
た
「
発

明
」
だ
っ
た
。

　帳合米を売買する先物取引は通常、米切
手を扱う実物取引と並行して行われていたが、
これが仲買人にとってのリスクヘッジ（損失
回避）になっていたという理屈がわかるだろ
うか？
　蔵屋敷が米の入札を始めるのはたいてい
秋頃。しかし、米問屋は１年中米を売らな
ければならず、米仲買人にも年中発注がや
って来る。ならばと言って、秋に大量に仕入
れておいても、秋に１石50匁で買っておいた
米の在庫が、翌年の夏に１石40匁でしか売
れないとなれば、米問屋や米仲買人は大損。
大きな儲けはいらないので、その損失をカ
バーする保険機能があったらいいのに…。少
しも損失を出さず消費者に米を届ける方法
はないだろうか？
　次の表を見てみよう。米仲買人たちは米
切手の実物取引で米を買うと同時に（①）、
帳合米取引で同量の架空の米を売っておく。
（②）これでいざ米を売ろうとした時に相場
が下がり、所持していた米切手を安く買われ

て損失が出ても（③）、下がった相場で架空
の米を買い戻せばその分得をする。（④）
　帳合米は帳面上だけの架空の米だから、
必ず春・夏・冬の各シーズン内の一定期日
までに同量の売買を行わなければならない
と決められていた。シーズン最終日に売買
の決済が行われ、翌シーズンには取引が持

ち込せないようになっていた。これにより、
大きな損が（得も）なくなり、誰もが参加し
やすい市場となった。２つの取引を同時に
することで、損益の大きな変動を回避する。
現代にも通じるマネーの危機管理が、江戸
時代の米仲買人たちの間で自然発生したこ
とは驚くべき事実だ。

先物取引「リスクヘッジ」のしくみ。

堂島米市の混雑は、「浪花百
景」にも名所として描かれた。大
阪府立中之島図書館蔵

ある日、喜六は1石５０匁の米を１００石買い、米切手を１０枚手に入れた。もし売却する1ヶ月後に相場が下が
ってしまうと、２０％の手数料を付けて売却しても損失が出てしまう。そこで、米切手を買った同日に、同量の
１００石を1石５０匁で空売しておく。こうすると、１ヶ月後に相場が４０匁まで下がっても、空売した米１００石を買
い戻せばその差額の１０００匁を受け取ることになり、差し引き８００匁の利益を得ることができる。

⑥−⑤＝800匁の最終的な利益

なるほどすごい!

なぜ先物取引がリスクヘッジになるのか?

①実物を買う 50匁×100石＝5000匁の支払い

空売のため、
授受は手数料のみ

①−③＝200匁の損⑤

②−④＝1000匁の得⑥

A月B日

A月B日の
１ヶ月後

③実物を売る

④先物を買う

40匁×（1＋０.2）×100石＝
4800匁の受け取り

40匁×100石＝4000匁の支払い

②先物を売る 50匁×100石＝5000匁で売却
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Come on!

Dojima

米
切
手
と
代
銀

の
受
け
渡
し
が

４
日
以
内
と
定

め
ら
れ
、
取
引

が
確
実
に
履
行

さ
れ
る
よ
う
に

さ
れ
て
い
た
。

手
元
に
現
銀
も

し
く
は
米
切
手

が
な
い
と
取
引

に
参
加
で
き
な

い
た
め
、
そ
れ

を
持
た
な
い
米

仲
買
人
た
ち
に

米
切
手
や
現
銀
を
貸
し
付
け
る
両
替
商
が
発

展
し
た
。

　

も
う
一
つ
が
先
物
取
引
で
、
帳
簿
上
で
の

や
り
取
り
と
い
う
こ
と
か
ら「
帳

ち
ょ
う

合あ
い

米ま
い

商
内
」

と
呼
ば
れ
た
。
堂
島
米
会
所
で
は
、
ま
ず
各

シ
ー
ズ
ン
の
初
め
に
筑
前
・
中
国
・
肥
後
・

広
島
の
４
蔵
の
う
ち
の
ど
れ
か
が
、
取
引
の

標
準
と
な
る
「
建
物
米
」
に
投
票
で
選
ば
れ

る
。
現
在
で
い
う
指
標
銘
柄
の
こ
と
で
、
安

定
的
な
米
の
収
穫
高
が
予
想
さ
れ
る
藩
に
限

っ
た
。
こ
の
建
物
米
の
相
場
が
、
米
の
標
準

相
場
に
な
っ
て
取
引
が
行
わ
れ
て
い
く
。
米

の
仲
買
人
た
ち
は
刻
々
と
移
り
変
わ
る
相
場

を
見
守
り
な
が
ら
、
米
切
手
を
売
る
相
手
を

探
し
た
り
、
買
い
渋
っ
た
り
す
る
わ
け
だ
。

　

午
後
の
取
引
開
始
時
に
付
け
た
火
縄
の
火

が
消
え
た
と
こ
ろ
で
そ
の
日
の
す
べ
て
の
取

引
が
終
了
。
そ
れ
に
気
づ
か
な
い
仲
買
人
た

大坂の米商い100年の到達点!

堂島米会所のすべて。

　

幕
府
の
８
代
将
軍
・
徳
川
吉
宗
は
、
就
任

以
前
か
ら
大
増
産
の
た
め
に
続
い
て
い
た
米

価
安
に
苦
慮
し
て
い
た
。
米
が
安
く
買
わ
れ

る
と
い
う
こ
と
は
収
入
額
が
少
な
く
な
る
こ

と
を
意
味
し
、
そ
れ
を
あ
て
に
し
て
い
る
幕

府
や
諸
藩
の
財
政
は
逼
迫
す
る
。
流
通
量
を

減
ら
し
て
米
価
が
上
が
っ
て
も
、
度
が
過
ぎ

る
と
食
う
に
困
っ
た
町
人
た
ち
が
溢
れ
て
飢

饉
が
起
き
る
。
米
政
策
は
幕
府
の
悩
み
の
種

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

も
と
も
と
江
戸
幕
府
は
堂
島
の
米
市
で
の

取
引
方
法
を
投
機
的
と
見
て
、

米
切
手
の
転
売
だ
け
で
な
く
先

物
取
引
に
も
禁
令
を
出
し
て
き

た
。
そ
の
せ
い
で
米
切
手
が
高

騰
す
る
と
考
え
ら
れ
た
し
、
武

士
に
と
っ
て
大
事
な
拠
点
を
賭

博
に
使
っ
て
ほ
し
く
な
か
っ
た

か
ら
だ
。
米
切
手
を
売
り
惜
し

む
仲
買
人
が
増
え
、
市
場
が
萎

縮
す
る
こ
と
も
恐
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
吉
宗
は
米
市
を
利

用
し
て
米
価
を
引
き
上
げ
よ
う

と
方
向
転
換
を
図
っ
た
。
米
価

の
安
定
の
た
め
に
は
、
と
に
か

く
米
の
買
い
手
を
た
く
さ
ん
集

め
る
こ
と
が
肝
心
。
吉
宗
は
ま

ず
江
戸
町
人
た
ち
に
許
可
を
出

し
、
大
坂
に
米
取
引
の
機
関
を

冬
の
年
３
回
で
、
旧
暦
1
月
〜
４
月
、
５
月

〜
10
月
、
10
月
〜
12
月
と
な
る
。
こ
れ
も
諸

藩
の
運
送
時
期
の
違
い
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ

て
い
た
。

　

米
会
所
と
い
う
か
ら
に
は
大
き
な
建
物
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
が
、
実
際
は
そ
ん
な
も
の
は

な
く
、
伝
統
的
に
路
上
を
占
拠
し
て
行
わ
れ

て
い
た
。『
浪
花
名
所
図
会
』
の
「
堂
島
米

市
の
図
」（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
）

に
描
か
れ
て
い
る
人
だ
か
り
が
、
ま
さ
に
米

会
所
な
の
で
あ
る
。

　

取
引
の
形
態
は
２
種
類
。
一
つ
は
米
切
手

を
売
買
す
る
実
物
取
引
に
あ
た
る
「
正

し
ょ
う

米ま
い

商あ
き

内な
い

」。
堂
島
米
会
所
で
は
、
契
約
し
て
か
ら

開
設
す
る
。
が
、
思
う
よ
う
に
盛
り
上
が
ら

ず
、
地
元
大
坂
の
米
仲
買
人
た
ち
か
ら
の
猛

抗
議
も
あ
り
、
わ
ず
か
数
年
で
廃
止
さ
れ
た
。

同
時
に
、
か
ね
て
か
ら
大
坂
の
米
仲
買
人
た

ち
が
願
い
出
て
い
た
先
物
取
引
を
行
う
米
市

を
享
保
15
年
（
１
７
３
０
）、「
堂
島
米こ

め

会か
い

所し
ょ

」

と
し
て
公
認
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
あ
る
日
の
取
引
タ
イ
ム
テ
ー

ブ
ル
を
例
に
、
堂
島
米
会
所
で
行
わ
れ
て
い

た
や
り
取
り
を
見
て
み
よ
う
。

　

堂
島
米
会
所
の
取
引
シ
ー
ズ
ン
は
春
・
夏
・

幕
府
に
よ
る
米
市
の
公
認
を
経
て
、

堂
島
米
会
所
が
誕
生
。

タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
と
取
引
で
見
る

米
と
お
金
の
動
き
。

朝五ツ
昼四ツ
昼九ツ

昼八ツ

取引タイムテーブル

8:00～

10:00～

12:00

昼食
14:00～

帳合米商内開始
正米商内開始
各取引終了

帳合米商内の午後取引開始
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大坂の米商い100年の到達点!

堂島米会所のすべて。

ち
が
騒
が
し
い
た
め
、
米
会
所

の
役
員
が
彼
ら
に
水
を
ま
い
て

知
ら
せ
る
始
末
だ
っ
た
。

　

な
お
、
米
会
所
は
胴
元
的
な

役
割
で
は
な
く
、
売
買
は
あ
く

ま
で
米
仲
買
人
同
士
（
個
人
間
）

で
行
わ
れ
る
も
の
。
一
つ
の
取

引
が
成
立
す
る
ご
と
に
米
方
両

替
と
い
う
清
算
機
関
に
報
告
し
、

帳
簿
に
記
録
し
て
も
ら
う
。
ち

な
み
に
、
絵
図
の
後
ろ
に
見
え

る
建
物
が
そ
う
し
た
事
務
を
行

う
部
屋
だ
っ
た
。
シ
ー
ズ
ン
最

終
日
に
は
米
方
両
替
が
決
済
を

行
い
、
架
空
の
米
で
あ
る
帳
合

米
の
売
買
が
正
当
に
行
わ
れ
た
か
な
ど
を
確

認
し
た
。

　

こ
う
し
た
ル
ー
ル
が
整
え
ら
れ
た
の
も
、

江
戸
時
代
初
頭
か
ら
続
い
た
商
人
た
ち
の
知

恵
と
工
夫
が
あ
っ
て
こ
そ
。
堂
島
米
会
所
と

は
い
わ
ば
、
１
０
０
年
に
わ
た
る
堂
島
で
の

米
商
い
の
集
大
成
な
の
だ
。

　

そ
れ
は
、
世
界
的
に
も
一
目
置
か
れ
る
存

在
だ
っ
た
。
慶
応
元
年
（
１
８
６
５
）
に
成

立
し
た
シ
カ
ゴ
商
品
取
引
所
が
発
行
し
た

『
商
品
取
引
便
覧
』
に
は
、「
１
７
３
０
年
代

に
、
日
本
の
大
阪
に
お
い
て
先
物
取
引
を
含

む
商
品
取
引
所
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
驚

く
べ
き
こ
と
で
あ
る
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

大
坂
商
人
の
損
得
勘
定
は
江
戸
経
済
を
回
し

た
だ
け
で
な
く
、
回
り
回
っ
て
世
界
の
お
手

本
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　幕府公認の仲買株を持ち、堂島米会
所での取引に参加できる。現物と先物取
引、双方を行う者、どちらか一つだけの者がいた。米
問屋と兼任することも。また、この仲買の中から会所に
日参して市場を取り締まり、町奉行への届出などを担当
する「米方年行司」とその補佐の「年行司加人」が選
ばれた。仲買たちは会所近くに住む事が多く、各町に「月
行司」というとりまとめ役もいた。

　先物取引である帳合米商内は米切手や銀の受け渡し
はなく、あらかじめ決めておいた額との差益のみで清算
していた。その専門機関として「米方両替」があった。
一方、米切手と銀の取引をしていた正米商内では、米
仲買自身に元手が必要になる。そこでお金を融通したり、
米切手を貸付ける「入替両替」が登場。大同生命につ
ながる豪商の加島屋はその代表格だ。

　堂島米会所の現場を取り仕切り、タイ
ムキーパーとして取引が終了すると参加者
に閉会を呼びかけた。と言っても、混雑する仲買たちに
向けて桶の水を柄杓でまき散らすという荒業。それも一
度では解散せず、1時間ごとに二番水、三番水と続けて
まいた。それだけ、当時の堂島は熱気に包まれていたのだ。

　米市は堂島だけでなく全国にあった。経済都市・大
坂の相場は他国が一番気にするところで、そこで発達し
たのが「米飛脚」である。通常の飛脚より融通がきき、
堂島での取引のタイミングに合わせて出立。約１日遅れ
で西日本へ伝達した。

　実用化されたのは19世紀以降と言われ、米飛脚より
もさらに早く、大坂での取引当日に相場を諸地方に伝え
ることができた。堂島米会所には櫓が設置され、白旗
と黒旗を持った人が立ってスタートし、約１kmごとの櫓
から櫓へ、リレーのようにつないでいく。なんと和歌山
や京都へは数分、広島までなら40分。江戸までは箱根
まで飛脚を使い、８時間かかった。あまりの便利さに、
飛脚保護を掲げる幕府から一時禁止令が出たほど。投
機市場の利益は、１分１秒に左右されると
いうことなのだろう。大正時代まで残っ
ていた風習である。

『浪花十二景ノ内』「堂島米市場」
大阪府立中之島図書館蔵

最盛期には1,300人も。

米仲買

豪商といえばこのケース。

両替商　

嫌がらせではありません。

水方役人

大坂を飛び出し相場を報告。

米飛脚

江戸時代のインターネット。

旗振り通信

米会所のお仕事図鑑。
こんな

にいた

米
会
所
は
積
み
重
ね
の
結
果
。
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Come on!

Dojima

　

中
之
島
や
堂
島
を
開
発
し
て
米
の
流
通
に

深
く
関
わ
り
、
橋
や
町
の
名
前
と
な
っ
て

人
々
の
記
憶
に
残
り
な
が
ら
、
宮
本
先
生
を

も
っ
て
し
て
も
「
謎
が
多
い
」
と
言
わ
し
め

る
江
戸
時
代
の
豪
商
・
淀
屋
。
そ
ん
な
一
族

を
研
究
し
て
い
る
団
体
が
あ
る
と
知
り
、（
な

ぜ
か
）
鳥
取
県
倉
吉
市
の
在
阪
事
務
所
を
訪

ね
た
。

　
「
淀
屋
は
知
名
度
の
わ
り
に
現
在
で
も
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
調
べ
が
い
が
あ
る

の
が
魅
力
で
す
」
と
、
ヨ
ド
ケ
ン
こ
と
淀
屋

研
究
会
の
代
表
・
毛
利
信
二
さ
ん
（
写
真
右
）。

も
と
も
と
歴
史
に
興
味
が
あ
り
史
跡
め
ぐ
り

は
好
き
だ
っ
た
が
、
職
場
近
く
の
佐
太
天
神

宮
（
守
口
市
）
の
手
水
鉢
に
寄
進
者
の
淀
屋

の
名
を
見
つ
け
て
熱
心
に
調
べ
始
め
た
。

　

設
立
し
て
12
年
目
。
毛
利
さ
ん
の
よ
う
に

趣
味
や
興
味
が
転
じ
て
淀
屋
研
究
会
に
入
会

す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
プ
ロ
の
研
究
家
は
不

在
な
が
ら
60
人
ほ
ど
が
籍
を
置
く
。
毛
利
さ

ん
ら
古
参
メ
ン
バ
ー
が
綿
密
な
資
料
を
使
い
、

月
イ
チ
の
学
習
会
で
講
義
を
行
う
。
職
業
に

よ
っ
て
経
済
な
ど
他
分
野
に
詳
し

い
会
員
が
い
れ
ば
、
講
師
に
な
る

こ
と
も
。

と
こ
ろ
で
鳥
取
県
倉
吉
市
と
の
関

係
は
？　
「
1
7
0
5
年
に
淀
屋

は
５
代
目
で
幕
府
か
ら
闕け

っ
し
ょ所

（
財

産
没
収・
所
払
い
）
処
分
と
な
り

ま
す
。
事
前
に
察
知
し
た
４
代
目
が
番
頭
に

暖
簾
分
け
し
て
国
元
の
倉
吉
へ
戻
し
、
倉
吉

淀
屋
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
大
坂
の
後
期
淀
屋

と
し
て
再
興
し
ま
し
た
」。

　

そ
ん
な
大
阪
と
倉
吉
の
縁
か
ら
、
闕
所
か

ら
３
０
０
年
の
２
０
０
５
年
に
在
阪
事
務
所

で
開
か
れ
た
「
淀
屋
サ
ミ
ッ
ト
」
で
晴
れ
て

ヨ
ド
ケ
ン
が
誕
生
。
倉
吉
市
の
出
身
者
や
牧

田
氏
の
子
孫
な
ど
、
自
ら
の
ル
ー
ツ
を
知
り

た
い
県
人
た
ち
も
入
会
し
て
い
る
。

倉
吉
市
関
西
事
務
所
所
長
の
谷
本

真
一
さ
ん
も
、
し
っ
か
り
会
員
の

一
人
。
会
の
存
続
を
サ
ポ
ー
ト
し

つ
つ
、
違
う
面
か
ら
倉
吉
市
の
魅

力
を
知
り
、
大
阪
で
の
知
名
度
ア

ッ
プ
の
た
め
勉
強
中
と
の
こ
と
だ
。

　

闕
所
以
前
の
大
坂
で
の
系
譜
は
断
片
的
な

史
料
が
あ
っ
た
が
、
牧
田
淀
屋
の
子
孫
筋
に

残
さ
れ
て
い
た
系
図
や
、
大
阪
と
倉
吉
市
内

に
あ
る
菩
提
寺
の
過
去
帳
を
整
理
し
て
読
み

解
き
、
ほ
ぼ
そ
の
全
容
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
れ
も
会
員
や
両
市
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆

使
し
て
の
こ
と
。

　
「
残
念
な
が
ら
、
闕
所
の
際
に
多
く
の
史

料
が
失
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
」
と
毛
利
さ
ん
。

淀
屋
本
家
に
な
い
な
ら
と
、
淀
屋
と
取
引
が

あ
り
そ
う
な
諸
藩
を
調
べ
て
み
た
。
す
る
と
、

鳥
取
藩
や
加
賀
藩
な
ど
の
史
料
か
ら
淀
屋
と

つ
な
が
り
が
あ
っ
た
手
が
か
り
が
見
つ
か
り
、

現
在
検
証
中
。

　

淀
屋
は
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
的
豪
商
と
言
わ
れ

る
が
、
特
に
2
代
目
の
言
當
は
和
歌
や
茶
を

嗜
む
多
才
の
持
ち
主
だ
っ
た
そ
う
だ
。
い
く

つ
か
の
雅
号
を
持
ち
、
多
く
の
連
歌
関
連
の

史
料
に
も
名
前
が
見
つ
か
っ
た
。
さ
ら
に
文

化
人
と
幅
広
い
交
際
を
し
て
い
た
こ
と
も
書

簡
か
ら
判
明
し
た
。「
淀
屋
四
代
の
墓
に
並

ん
で
、
言
當
の
妻
子
の
墓
が
あ
る
ん
で
す
。

彼
女
た
ち
が
夫
を
支
え
た
苦
労
も
、
い
つ
か

調
べ
て
み
た
い
で
す
ね
」（
毛
利
さ
ん
）。

あ
な
た
の
知
ら
な
い

 「
淀
屋
」の
世
界
。

こ
こ
が
す
ご
い
! 

ヨ
ド
ケ
ン
の
研
究
成
果

淀
屋
の
系
図
が

ほ
ぼ
明
確
に
。

一
、二

、
三
、 資

料
が
な
い
な
ら

外
堀
か
ら
調
査
。

淀
屋
の
文
化
人
的

側
面
が
判
明
。

淀屋研究会

What's淀屋？

前期淀屋（大坂）

初代 淀屋常
じょうあん

安
（?─1622）

中之島を開発後、青物市を掌握した初期型豪商

倉吉淀屋（鳥取）→後期淀屋（大坂）

牧田家→淀屋清兵衛家

2代 淀屋言
げんとう

當 
 （1577─1643）

淀屋米市を開き、海産物市場を掌握

3代 淀屋箇
こ さ い

斎
（1606─1648）

先代の功績で繁盛するも、働き盛りで早世

 4代 淀屋重
じゅうとう

當
（1634─1697）

大名の娘を妻に迎え、町年寄を勤める

5代 淀屋廣
こうとう

當
 （?─1717?）

若くして当主。闕所は若さの隙を突かれたか

　淀屋に興味があれば、誰でも入会歓迎。大阪
駅前第3ビル22階の倉吉市関西事務所（鳥取
県関西本部内）を拠点に、月例会や懇親会を開
催。淀屋にゆかりがある関西や倉吉市の史跡めぐ
りを行うことも。
http://www.ric.hi-ho.ne.jp/yodoya-ken/

豊臣時代に頭角を現した土木業者、常安。江戸
時代初めに中之島を開発し、物資流通ルートを確
保したことが、諸藩の蔵屋敷設置ブームの起爆剤
に。彼が屋敷の前で開いた淀屋米市が、堂島米
会所の前身である。

淀屋の番頭・
牧田仁右衛門に暖簾分け

はじめまして、
ヨドケンです!

闕所
（財産没収）
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日時／2017年3月4日（土） 
　　　5:00PM〜6:30PM頃（開場4:30PM〜）
会場／FOLK old book store
受講料／2,700円（ちゃんこ鍋&ワンドリンク付き）
定員／50名（※立ち見の場合あり）
主催／ナカノシマ大学事務局

募
集
要
項

お名前・ご住所・電話番号・人数・講座名を明記の上、下記までハガキ、ファック
ス、もしくはHP内の応募フォームからお申し込みください。複数名でご参加希望
の場合、ハガキ、ファックスについては、人数分の必要事項を明記してください。

〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
「ナカノシマ大学3月講座」受付係　FAX.06-4799-1341

※先着順で受付後、2月20日前後より受講票をお送りします。
※受講料は講座当日に受付にてお支払いください。
※定員に達した時点で申し込みは締め切らせていただきます。
※当日のお車ならびに自転車でのご来場はご遠慮ください。

 「大相撲2017年問題を語ろう」

21世紀の
懐徳堂

プロジェクト

ケータイからは
こちら！→

お問い合わせ☎ 06-4799-1340
（ナカノシマ大学事務局） 

ナカノシマ大学の最新情報は 
http://www.nakanoshima-univ.com

2017年3月講座   「大相撲2017年問題を語ろう」ゲスト／浦風冨道（元敷島・陸奥部屋） 

◎今月の授業

 【大相撲】

大阪に相撲の
季節が到来!

　初場所でついに優勝を
果たし、横綱に昇進した稀勢の里。ブー
ムの域を超えてすっかり定着した大相撲
人気に、さらに拍車がかかることは間違
いない。
　そんな絶好のタイミングで開催される
大阪場所は、いよいよ12日に初日を迎え
る。稀勢の里だけではなく、成長著しい
御嶽海をはじめとする若手力士の台頭に
も注目。それを受けて立つ白鵬ら上位陣
との取組はさらに面白くなった。

　ニュースに事欠かない大相撲の今を、お
なじみ浦風親方に語っていただこう。陸奥
部屋所属の現役親方であり、審判部の仕
事では日々の取組を土俵下から見つめる。
一方で、テレビやラジオでは型にはまらな
い語り口で相撲ファンを拡大し続けている。
　今場所の展望から、伸び盛りの軽量級

力士やハイレベル
な十両の話題まで、
大相撲ニュース総ま
くりでお送りします。

稀勢の里横綱昇進で沸く大相撲。土俵の上から支度部屋の中まで、
現役の親方だからこそ知っている、あんな話やこんな話をたっぷりと!

　浦風親方に語ってほしいテーマを大募集。お
申し込みの際にお書き添えいただくと、講座の
中で紹介されるかもしれません。

あなたが気になる
大相撲の2017年問題を募集!

　なんと浦風親方が腕を振
るって参加者全員分のちゃ
んこ鍋をつくってくれます。部
屋直伝のレシピ、どうぞお楽
しみに。

浦風親方手づくりの 
ちゃんこ鍋を食べよう!
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天満天神繁昌亭 
毎月25日のお楽しみ天神寄席 噺のあとさき

新潟県へのアクセス
◉JRの場合（大阪駅から）
特急サンダーバード→北陸新幹線
（金沢駅乗換、糸魚川駅・上越妙高駅）　
約3時間50分
東海道・上越新幹線（東京駅乗換、新潟駅）　
約４時間20分
◉航空機の場合（大阪伊丹空港→新潟空港）　
約1時間05分（1日10往復）
◉クルマの場合（吹田IC→新潟中央IC）
名神高速道→北陸自動車道　約6時間30分

帰ってきた!  関西人のための

 「新潟のええとこ・うまいもんゼミナール」

十
二
月
席
の
一
コ
マ

有　
「
算
段
の
平
兵
衛
」
っ
て

か
な
り
サ
ス
ペ
ン
ス
で
す
よ
ね
。

犯
人
は
平
兵
衛
と
わ
か
っ
て
い

て
も
、
ア
リ
バ
イ
づ
く
り
や
死

体
の
隠
し
方
に
は
ら
は
ら
し
て

し
ま
い
ま
す
。

春　

サ
ス
ペ
ン
ス
と
い
う
の
は
、

ミ
ス
テ
リ
ー
と
同
じ
で
す
か
。

有　

サ
ス
ペ
ン
ス
は
ミ
ス
テ
リ

ー
（
推
理
小
説
）
の
う
ち
の
一

分
野
な
ん
で
す
。

　

さ
っ
き
聞
い
た
「
ろ
く
ろ
首
」

は
誰
か
が
仕
掛
け
て
い
た
わ
け

で
な
く
、
実
際
に
首
が
伸
び
る

怪
奇
現
象
な
の
で
ミ
ス
テ
リ
ー

で
は
な
い
で
す
け
ど
ね
。

髙　

落
語
は
滑
稽
噺
や
人
情
噺

な
ど
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
ミ

ス
テ
リ
ー
噺
と
い
う
分
類
は
な

い
で
す
ね
。

有　

し
か
し
、
噺
の
最
後
に
辻

褄
が
合
っ
て
「
そ
う
い
う
こ
と

や
っ
た
ん
か
！
」
と
納
得
す
る

と
こ
ろ
は
ミ
ス
テ
リ
ー
と
同
じ

だ
と
思
い
ま
す
よ
。
普
通
の
小

説
な
ら
、
登
場
人
物
の
行
動
の

答
え
に
当
た
る
部
分
が
最
後
に

来
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
ミ

ス
テ
リ
ー
の
謎
解
き
は
落
語
の

オ
チ
と
似
て
い
ま
す
ね
（
笑
）

春　

ず
い
ぶ
ん
落
語
が
上
等
な

も
ん
に
思
え
て
く
る
な
あ
。

髙　

と
こ
ろ
で
、
落
語
の
台
本

は
書
き
ま
せ
ん
か
？ 

今
年
、「
上

方
落
語
台
本
募
集
」
が
復
活
す

る
ん
で
す
。
今
日
の
「
移
植
屋

さ
ん
」
も
、
作
家
の
久
坂
部
羊

さ
ん
の
入
選
作
な
ん
で
す
。

有　

 

実
は
、
聞
い
た
人
が
古
典

と
勘
違
い
し
て
し
ま
う
よ
う
な

新
作
の
ア
イ
デ
ア
は
持
っ
て
い

る
ん
で
す
け
ど
ね
。

春　

入
選
作
は
繁
昌
亭
で
落
語

家
が
演
じ
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

応
募
し
て
く
だ
さ
い
よ
！

落
語
／
露
の
眞「
寿
限
無
」　

　
　
　
笑
福
亭
生
喬「
姉
の
八
足
」

　
　
　
桂
九
雀「
味
噌
蔵
」

　
　
　
桂
春
之
輔「
有
馬
小
便
」

　
　
　
林
家
染
二「
景
清
」

鼎
談
／「
地
口
・
軽
口
・
語
呂
合
せ
」

　
　
　
ゲ
ス
ト
／
木
下
昌
輝（
小
説
家
）

　
　
　
髙
島
幸
次（
大
阪
大
学
招
聘
教
授
）

　
　
　
桂
春
之
輔

鼎
談
／「
落
語
は
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
〜
落
語
を
推
理
す
る
」

　
　
　
有
栖
川
有
栖（
ミ
ス
テ
リ
ー
作
家
）　
髙
島
幸
次
　
桂
春
之
輔

◉
お
題【
米
澤
彦
八
】

 ﹁
米
澤
彦
八
ト
リ
ビ
奛
ー
ト
﹂

二
月
席
の
ご
案
内

申
込
受
付
中

御
来
場
御
礼

　

落
語
の
祖
と
呼
ば
れ
る
米
澤
彦
八
。
江
戸

時
代
、
生
國
魂
神
社
の
境
内
で
演
じ
て
い
た

「
仕し

方か
た

物も
の

真ま

似ね

」
が
大
人
気
を
博
し
、
そ
れ

が
後
に
落
語
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
の

彦
八
の
生
涯
を
描
い
た
小
説
『
天
下
一
の
軽

口
男
』
を
上
梓
し
た
小
説
家
の
木
下
昌
輝
さ

ん
が
今
回
の
ゲ
ス
ト
。
謎
に
包
ま
れ
た
部
分

も
多
い
彦
八
の
人
物
像
を
、
木
下
さ
ん
は
ど

の
よ
う
に
捉
え
た
の
か
。
彦
八
作
と
さ
れ
る

落
語
と
一
緒
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
！

ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
お
得
な
前
売
り
券
を
発
売
中
!

開
催
日
／
2
月
25
日（
土
）

開
演
時
間
／
6・00 

PM
〜（
開
場
5・30 

PM
〜
／
受
付
開
始
5・15 

PM
〜
）

受
講
料
／
2
3
0
0
円（
通
常
：
前
売
2
5
0
0
円
／
当
日
3
0
0
0
円
）

お
支
払
い
方
法
／
当
日（
5・15 

PM
〜
）、繁
昌
亭
入
口
付
近
の「
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
受
付
」に
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
予
定
枚
数
に
達
し
次
第
、予
約
受
付
を
終
了
し
ま
す
。※
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
は
当
日
券
の
販
売
は
致
し
ま
せ
ん
。

●
お
申
し
込
み
方
法
、お
問
い
合
わ
せ
先
は
Ｐ
9
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

ゲストは、デビュー作で
直木賞候補にもなった
木下昌輝さん。歴史時
代小説の新鋭だ。

桂九雀さんは、彦八作と
される「味噌蔵」を披露。
味噌屋の主人のケチっ
ぷりが見事。

桂春之輔師匠のネタ、
「有馬小便」も彦八作と
いわれる。下品な商売
内容に思わず笑いが。

御
来
場
御
礼

﹁
米
澤
彦
八
ト
リ
ビ
奛
ー
ト
﹂

代小説の新鋭だ。

〜
）、繁
昌
亭
入
口
付
近
の「
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
受
付
」に
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
予
定
枚
数
に
達
し
次
第
、予
約
受
付
を
終
了
し
ま
す
。※
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
は
当
日
券
の
販
売
は
致
し
ま
せ
ん
。

イラスト／フジワラトモコ
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新潟県へのアクセス
◉JRの場合（大阪駅から）
特急サンダーバード→北陸新幹線

（金沢駅乗換、糸魚川駅・上越妙高駅）　
約3時間50分
東海道・上越新幹線（東京駅乗換、新潟駅）　
約４時間20分
◉航空機の場合（大阪伊丹空港→新潟空港）　
約1時間05分（1日10往復）
◉クルマの場合（吹田IC→新潟中央IC）
名神高速道→北陸自動車道　約6時間30分

日時／2017年3月1日（水） 
　　　6:30PM〜8:00PM（開場6:00PM）
会場／アサヒ ラボ･ガーデン（大阪富国生命ビル4F）
受講料／無料（新潟県のおみやげ付き）　定員／50名
主催／新潟県観光協会大阪観光センター
共催／上越･糸魚川･妙高観光連携実行委員会
協力／アサヒ ラボ･ガーデン
運営／新潟のええとこ･うまいもんゼミナール事務局

お名前･ご住所･電話番号を明記の上、下記までハガキ･ 
fax.、もしくはナカノシマ大学HP（http://nakanoshima-
univ.com/）内の応募フォームからお申し込みください。
ハガキ･fax.でお申し込みの方で複数名の（応募される
方も含めて４名まで可能）ご参加希望の場合は、人数
分の必要事項を明記し、講座名と開催日を必ずお書き
添えください。〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 
古河大阪ビル4F「関西にいがたゼミ」係　tel.06-4799-
1340（平日10時〜18時）　fax.06-4799-1341　※締切
＝2.17（金）必着。応募者多数の場合は抽選。当選の方
にのみ、締切から5日以内に受講票を発送します。

 「妙高温泉でヘルシー三昧～湯めぐり旅のススメ」

帰ってきた!  関西人のための

 「新潟のええとこ・うまいもんゼミナール」
第5回「妙高温泉でヘルシー三昧～湯めぐり旅のススメ」  講師／北出恭子･遠間和広

◉今シーズンの会場は
梅田･大阪富国生命ビル4Fの多目的スペース［アサヒ ラボ･ガーデン］。食やお酒、スポー
ツ、子育て等のイベントを頻繁に開催。フリースペースでは休憩や友人との待ち合わせに、
読書にと使える憩いの場です。授乳室も完備。食と健康にちなんだ書籍もあります。
11:00AM〜8:00PM　日曜休（祝日は営業）　※年末年始休
http://www.asahigroup-holdings.com/research/labgarden/index.psp.html

きたで･きょうこ
1984年福岡生まれ。TV、ラジオ出演の傍ら、国内外の温泉を年間300以上めぐる。温泉ソムリエビ
ューティ＆ダイエット、温泉マイスターなど11の資格を有し、温泉のセミナー講師、商品プロデュース、
旅館アドバイザーとしても活動。Spring Labo LLC. 代表。著書に『九州絶品温泉、ドコ行こ？』。
とおま･かずひろ
1965年妙高市赤倉生まれ。文化15年（1818）創業［遠間旅館］６代目。2002年に赤倉温泉にて温
泉ソムリエ制度を発足させ、2005年には初代「にいがた観光カリスマ」に認定。温泉ソムリエ「家
元」として多くの温泉ソムリエを育成。

左／妙高高原温泉郷の一つ、関温泉にある雪の中の茶褐色の湯にてリラックス三昧の北出さん　右上／雪化粧が幻想的
な妙高山といもり池。空が真っ青　右下（2点）／日本海で獲れた鱈の寄せ鍋と、地場産の食材を使った遠間旅館の夕食

7
つ
の
湯
め
ぐ
り
を
体
験
す
る
な
ら

北
陸
新
幹
線
で「
上
越
妙
高
」へ
!

　

新
潟
ゼ
ミ
、
今
年
度
の
最
後
を
飾
る
第
５

回
は
、
全
国
屈
指
の
温
泉
県
・
新
潟
の
中
で

も
妙
高
エ
リ
ア
に
フ
ォ
ー
カ
ス
。
雄
大
な
シ

ル
エ
ッ
ト
を
見
せ
る
妙
高
山
の
麓
に
あ
る
妙

高
高
原
温
泉
郷
は
、
泉
質
も
お
湯
の
色
も
異

な
る
７
つ
の
温
泉
め
ぐ
り
が
楽
し
め
る
、
全

国
で
も
珍
し
い
エ
リ
ア
。
そ
こ
に
今
回
の
講

師
で
温
泉
ソ
ム
リ
エ
マ
ス
タ
ー
の
北
出
恭
子

さ
ん
が
九
州
・
福
岡
か
ら
訪
れ
ま
し
た
。
北

出
さ
ん
は
地
元
で
人
気
の
Ｔ
Ｖ
レ
ポ
ー
タ
ー

で
あ
り
司
会
者
で
す
が
、
温
泉
ソ
ム
リ
エ
の

資
格
を
取
っ
て
か
ら
は
忙
し
さ
に
拍
車
が
か

か
り
、
温
泉
取
材
に
東
奔
西
走
の
日
々
。
そ

の
彼
女
が
初
め
て
体
感
し
た
「
妙
高
の
湯
の

魅
力
」
を
た
っ
ぷ
り
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
講
師
は
も
う
一
人
。「
温
泉
ソ
ム
リ

エ
」
を
１
万
人
以
上
育
て
て
き
た
「
家
元
」
で
、

妙
高
・
赤
倉
温
泉
［
遠
間
旅
館
］
の
６
代
目

主
人
で
あ
る
遠
間
和
広
さ
ん
。
北
出
さ
ん
の

「
師
匠
」
で
も
あ
る
人
で
す
。
弟
子
が
レ
ポ
ー

ト
し
、
師
匠
が
楽
し
く
講
義
す
る
、
温
泉
好

き
に
は
必
聴
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
。「
秘
境

の
美
人
湯
」「
斑
尾
山
を
眺
め
る
絶
景
露
天
風

呂
」
ほ
か
と
っ
て
お
き
の
名
物
や
地
酒
、
名

所
も
伝
授
。
お
楽
し
み
に
！

 

◉
今
月
の
授
業

 

妙
高
の
湯
・宿
・食

11

島民Vol.103.indd   11 2017/01/14   19:04



回
の
本
誌
の
特
集
で
は
、
江
戸
時
代

に
急
速
に
コ
メ
経
済
が
発
展
し
、
大

坂
の
私
設
市
場
が
幕
府
公
認
に
な
っ
て
い
く

様
を
取
り
上
げ
た
。
こ
れ
を
認
め
た
徳
川
吉

宗
と
い
う
将
軍
は
多
方
面
に
活
躍
し
た
人
で
、

特
に
科
学
が
好
き
な
理
系
人
間
だ
っ
た
ら
し

い
。
そ
の
お
か
げ
で
、
当
時
の
日
本
の
文
明

は
大
き
く
飛
躍
し
た
。「
天
文
学
」
も
そ
の

ひ
と
つ
な
の
だ
そ
う
だ
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
の
は
、

大
阪
市
立
科
学
館
の
学
芸
員
で
あ
る
嘉
数
次

人
さ
ん
。
嘉
数
さ
ん
は
昨
年
、
初

の
単
著
と
し
て
『
天
文
学
者
た
ち

の
江
戸
時
代
―
暦
・
宇
宙
観
の
大

転
換
』
を
上
梓
。
も
と
も
と
近
世

日
本
の
天
文
学
を
専
門
に
研
究
し

て
お
り
、
こ
の
本
は
嘉
数
さ
ん
の

研
究
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

か
つ
て
天
文
学
の
中
心
地
だ
っ

た
の
は
江
戸
・
大
坂
・
京
都
の
三
都
市
で
、

プ
ロ
、
ア
マ
チ
ュ
ア
が
熱
心
に
取
り
組
ん
で

い
た
そ
う
だ
。
特
に
大
坂
は
ア
マ
チ
ュ
ア
中

心
で
、
江
戸
時
代
の
学
び
の
場
に
あ
り
が
ち

な
閉
塞
的
な
空
気
が
な
く
、
同
士
や
師
弟
間

で
知
を
分
け
与
え
て
い
こ
う
と
い
う
オ
ー
プ

ン
な
気
質
だ
っ
た
。

　
「
武
士
主
導
の
江
戸
と
は
違
い
、
人
口
の

多
さ
か
ら
見
て
も
、
大
坂
は
町
人
主
導
の
町
。

役
人
に
縛
ら
れ
す
ぎ
な
い
懐
の
深
さ
に
加
え
、

町
人
た
ち
に
は
豊
富
な
財
力
や
商
売
で
培
っ

た
人
脈
が
あ
り
、
学
問
の
研
究
に
役
立
つ
要

素
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
」。

　

嘉
数
さ
ん
の
専
門
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

幕
府
に
重
用
さ
れ
た
大
坂
ゆ
か
り
の
天
文
学

者
が
多
く
登
場
す
る
の
で
、
地
元
人
と
し
て

は
誇
り
高
い
感
じ
も
す
る
し
、
今
に
つ
た
わ

る
書
簡
や
日
記
か
ら
判
明
し
た
、
成
功
ば
か

り
で
な
く
失
敗
や
方
向
転
換
し
た
描
写
は
人

間
味
が
あ
っ
て
面
白
い
。
た
と
え
ば
有
能
な

人
物
だ
っ
た
高
橋
景
保
が
、
国
家
機
密
の
資

料
を
シ
ー
ボ
ル
ト
に
見
せ
て
し
ま
い
死
罪
に

な
る
と
い
う
の
は
、
現
代
に
も
あ
る
よ
う
な

ミ
ス
で
気
の
毒
に
も
な
る
…
。

記
で
も
な
く
、
専
門
書
で
も
な
い
本

書
の
特
徴
は
、嘉
数
さ
ん
い
わ
く「
学

芸
員
な
ら
で
は
」。

　
「
科
学
館
は
、
一
般
の
方
に
科
学
の
楽
し

さ
や
面
白
さ
を
伝
え
る
場
所
な
ん
で
す
。
学

芸
員
と
し
て
は
、
科
学
館
で
の
ち
ょ
っ
と
し

た
興
味
が
次
に
つ
な
が
っ
て
く
れ
る
と
嬉
し

い
。
こ
の
本
も
難
し
す
ぎ
ず
簡
単
す
ぎ
ず
、

興
味
の
入
口
に
立
つ
本
に
な
る
よ
う
目
指
し

ま
し
た
」。

　

本
書
を
片
手
に
、
実
際
に
大
阪
市
立
科
学

館
の
天
文
学
コ
ー
ナ
ー
に
足
を
運
べ
る
と
い

う
の
も
ミ
ソ
だ
。
本
の
中
で
名
前
が
出
て
く

る
書
物
や
、
復
元
さ
れ
た
機
器
類
に
会
う
こ

と
が
で
き
る
の
だ
か
ら
。
こ
の
本
が
読
者
の

知
的
好
奇
心
を
刺
激
し
、
科
学
の
世
界
へ
手

を
引
い
て
く
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

取
材・文
／
江
口
由
夏（
本
誌
）

今

伝

大阪市立科学館では、嘉数さんを始めとする個性的な学芸員の方々が、プ
ラネタリウム解説やサイエンスショーで理解を深めてくれる。2月11日（土・祝）
は朝10時30分より、アマチュアの皆さんが実験ショーの腕を競い合う「科
学実験大会2017」を展示場３階にて開催。だれでも観覧大歓迎だ。開館
時間／9:30AM～5:00PM（展示場入場は30分前まで）　月曜休館　展
示場観覧料／大人400円　高・大学生300円　中学生以下無料

大
坂
町
人
の
気
質
が
、

天
文
学
の
発
展
に
寄
与
し
た
。

『天文学者たちの江戸時代
─暦・宇宙観の大転換』
（嘉数次人／780円＋税／ちくま新書）
　嘉数さんが長年研究してきた、日本
オリジナルの暦を作った渋川春海、徳
川吉宗と「天文方」という機関の役人
たち、観測機器の精度を上げた質屋生
まれの間重富…。彼らの生涯やその功
績を通して、天文学の歴史がわかるよ
うになっている。書店にて発売中。
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的
に
発
行
し
た
の
が
、「
食
」
を
切

り
口
に
船
場
を
紹
介
し
て
い
く
季

刊
の
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
。
配
布
中

の
第
２
号
も
、［
神
宗
］
に
伝
わ
る

絵
図
を
使
っ
て
堂
島
米
市
を
紹
介

す
る
な
ど
の
充
実
ぶ
り
。
ま
た
、

各
店
舗
を
ま
わ
っ
て
３
つ
の
ス
タ

ン
プ
を
集
め
る
と
、
美
味
し
い
プ

て
船
場
の
食
文
化
の
歴
史
に
敬
意

を
表
し
た
お
菓
子
づ
く
り
を
掲
げ

る
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
［
五
感
］。
い
ず

れ
も
伝
統
を
重
ん
じ
る
３
店
舗
だ

が
、
最
近
は
そ
れ
ぞ
れ
に
新
し
い

風
を
吹
き
こ
も
う
と
す
る
動
き
が

生
ま
れ
、
次
世
代
を
担
う
若
手
同

士
で
意
気
投
合
し
て
い
る
の
だ
そ

う
だ
。

　「
キ
タ
と
も
ミ
ナ
ミ
と
も
違
う
大

阪
・
船
場
の
姿
を
も
っ
と
知
っ
て

ほ
し
い
！
」
と
、
３
店
舗
が
実
験

　今回は昨年開催した変わ
り種クルーズをご紹介しま
す。反響があれば今年も運
航しますよ！
　水都号アクアミニの「戦
国忍者キッズ・真田幸村出
陣クルーズ」は体験型クルーズ。手裏剣修
行や忍術修行をこなしたクルーが目指すは
大阪城！水辺には忍者文字が隠れており、
それを見つけて一つの言葉にすると…？

　同じくアクアミニの「中之島ナイトクルー
ズ」は、淀屋橋港から美味しいお酒を片手
に、素敵な音楽を楽しむ優雅な期間限定ク
ルーズ。月刊島民でも紹介され、たくさんの
方にご乗船いただきました。
　そして、ひまわりの「プロモーションクル
ーズ」。中之島の夕暮れを楽しむには、船
上デッキに出られるこの船が人気。チェリ
ーの洋酒漬けをあてにビールを飲むお客様
の姿が印象的でした。
　でも一番の思い出は、
水辺アイドル「みずの
みやこ」とのコラボ。忍
者イベントでは手裏剣
ブースでお客様とセッ
ション。この人気なら、
水都大阪のイベントに
登場する日は近いかも。

　
昨
年
９
月
、
船
場
界
隈
に
新
し

い
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
が
生
ま
れ
た
。

そ
の
名
も
「Discovery SEN 

BA 

船
場
も
の
が
た
り
」。
め
く
っ

て
み
る
と
、
江
戸
時
代
の
船
場
に

ま
つ
わ
る
資
料
を
通
し
て
そ
の
歴

史
が
紐
解
か
れ
て
お
り
、
か
な
り

読
み
応
え
が
あ
る
。

　
編
集
を
担
当
し
て
い
る
の
は
、

江
戸
時
代
か
ら
続
く
老
舗
の
昆
布

店
［
神
宗
］・
大
阪
の
箱
寿
司
文
化

を
牽
引
す
る
［
吉
野
寿
司
］・
そ
し

レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
る
と
い
う
の

嬉
し
い
。
　

　
船
場
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
と
い

え
ば
、
２
月
１２
日
（
日
）
〜
２
月

１８
日
（
土
）
に
は
、「
大
阪
の
恩
人
」

と
呼
ば
れ
る
五
代
友
厚
に
ち
な
ん

だ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
開
催
さ
れ

る
。
こ
れ
は
２
月
１２
日
が
五
代
の

誕
生
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
五
代

が
設
立
し
た
大
阪
商
工
会
議
所
と

大
阪
取
引
所
が
共
催
。
大
阪
企
業

家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
大
阪
取
引
所

を
ま
わ
っ
て
２
つ
の
ス
タ
ン
プ
を

集
め
る
と
、
記
念
品
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
缶
バ
ッ
ジ
が
も
ら
え
る
。
期

間
中
は
、
大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
に
無
料
で
入
館
す
る
こ
と
が

で
き
、
大
阪
取
引
所
で
も
無
料
の

見
学
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
る
の
で
、

ぜ
ひ
立
ち
寄
る
べ
し
。

　
こ
の
「
五
代
友
厚
ウ
ィ
ー
ク
」

に
は
、
五
代
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
が

同
時
開
催
さ
れ
る
。
１３
日
（
月
）
は
、

本
誌
に
も
登
場
し
て
く
だ
さ
っ
た

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長

の
宮
本
又
郎
先
生
に
よ
る
講
演
を

実
施
。
ま
た
、
１８
日
（
土
）
は
、

五
代
友
厚
も
関
わ
っ
た
「
大
阪
会

議
」
開
催
地
で
あ
る
花
外
楼
に
て
、

豪
華
な
昼
食
を
い
た
だ
き
な
が
ら

女
将
の
話
に
耳
を
傾
け
る
催
し
が

開
か
れ
る
。
こ
ち
ら
も
チ
ェ
ッ
ク

を
。�

（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

「大阪の恩人・五代友厚スタンプラリー2017」
２月12日（日）〜２月18日（土）まで、大阪企業家ミュー
ジアムと大阪取引所にてシートを配布。記念品は先
着1,000名様にプレゼント。本文で紹介したイベント
の詳細や申込方法については、電話で問い合わせを。
☎06-4964-7601（大阪企業家ミュージアム）
http://www.kigyoka.jp/

「Discovery 
SENBA 
船場ものがたり」
現在は［神宗］［吉
野寿司］［五感］で第
２号を配布中。スタ
ンプラリーの受付は
３月15日（水）まで。
☎06-6201-2700
（神宗）

アクアライナーは毎日運航中!
料金／大人1,700円　
　　　子供（小学生以下）850円
運航時間／10時台～17時台
　　　　　（所要時間：周遊約60分）

大阪水上バスの
クルーズ歳時記

クルー
が毎月

綴ります

思い出のイベントクルーズ
あれこれ

☎06-6942-5511（予約優先制）

http://suijo-bus.osaka/

大阪水上バス　アクアライナー

大阪水上バス
企画宣伝部
岸田俊徳さん

ト
ウ
ミ
ン
月
報

２０１７年２月１日発行

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で

船
場
の
歴
史
を
歩
い
て
再
発
見
す
べ
し

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で

船
場
の
歴
史
を
歩
い
て
再
発
見
す
べ
し

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で

船
場
の
歴
史
を
歩
い
て
再
発
見
す
べ
し
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レ
ジ
の
す
ぐ
横
に
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
が
あ
る
自

家
焙
煎
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
は
、
や
は
り
自
慢
の
品

で
す
。
ス
タ
ッ
フ
が
お
盆
を
持
っ
て
試
飲

カ
ッ
プ
を
お
配
り
し
て
い
る
と
き
は
、
ぜ

ひ
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
常
時
40
種
類
以
上

あ
る
の
で
購
入
す
る
前
に
質
や
味
を
確
か
め
ら

れ
ま
す
し
、
店
内
で
ゆ
っ
く
り
お
買
い
物
さ
れ

る
と
き
の
お
供
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー
だ
け
で
な
く
ワ
イ
ン
に
お

菓
子
、
調
味
料
な
ど
迷
う
ほ
ど
の
品
揃
え
が
あ

り
ま
す
か
ら
。

　

私
は
輸
入
調
味
料
の
棚
を
担
当
し
て
い
ま
す

が
、
日
本
で
は
な
じ
み
の
な
い
調
味
料
が
入
荷

し
た
時
や
、「
こ
れ
を
置
い
て
い
る
の
は
こ
こ
だ

け
や
わ
」
と
お
客
さ
ん
に
喜
ば
れ
た
時
に
手
ご

た
え
を
感
じ
ま
す
。

　

実
は
、
試
せ
る
の
は
コ
ー
ヒ
ー
だ
け
で
は
な

い
ん
で
す
よ
。
頻
度
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

店
内
で
オ
ス
ス
メ
調
味
料
を
使
っ
た
料
理
の
試

食
を
お
配
り
し
て
い
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。
お

客
さ
ん
か
ら
の
質
問
を
予
想
し
て
、
美
味
し
そ

う
な
レ
シ
ピ
を
調
べ
て
お
く
こ
と
も
仕
事
の
ひ

と
つ
。
味
や
使
い
方
が
わ
か
り
に
く
い
ス
パ
イ

ス
は
、
ま
ず
自
分
で
使
っ
て
み
る
。
そ
の
ほ
う

が
説
得
力
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
か
ス
パ
イ
ス
フ

ェ
ア
な
ど
も
企
画
し
て
み
た
い
で
す
ね
。

　

数
あ
る
食
料
品
に
つ
い
て
勉
強
し
て
お
く
の

は
大
変
で
す
が
、
ど
れ
に
し
よ
う
か
迷
わ
れ
て

http://festivalplaza.jp/　
提供／株式会社 朝日ビルディング

祝 祭 へ よ う こ そ 。

フェスティバルプラザで会いましょう。   Vol.8

　国内外の幅広い食料品が揃う。200gから販売するコーヒ
ー豆は「ジュピターブレンドダーク」460円など。「トリュフ・ジョヴ
ィアル」は人気のカプチーノ味など5種の味で各507円。「美
味しいのはコーヒーだけじゃない！」と力を入れる紅茶は、アール
グレイといった定番のほか、「はちみつ＆レモン」や「シャンパン
ルージュ」も人気（ティーバック10個入りで各307円）。すべて
女性という知識豊富なスタッフに、好みを見つけてもらおう。
☎06-4708-3821　10:00AM〜9:00PM

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

編集・発行人／大迫 力（編集集団140B）
編集・発行／月刊島民プレス　
若狭健作　綱本武雄（株式会社 地域環境計画研究所）　
松本 創　江口由夏（編集集団140B）
〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
Tel 06-4799-1340　Fax 06-4799-1341
制作進行／堀西 賢（ALEGRESOL）
デザイン／山㟢慎太郎　
表紙イラスト／奈路道程
印刷／佐川印刷株式会社

い
る
お
客
さ
ん
に
は
、
積
極
的
に
お
声
が
け
し

て
い
ま
す
。
こ
の
中
之
島
店
は
オ
フ
ィ
ス
街
の

お
客
さ
ん
が
中
心
。
金
曜
夜
や
祝
日
前
は
、
ワ

イ
ン
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

昼
休
み
に
立
ち
寄
ら
れ
、
ち
ょ
っ
と
し
た
お

や
つ
や
個
包
装
タ
イ
プ
の
箱
菓
子
を
買
っ
て
い

か
れ
る
方
が
多
い
の
も
、
こ
ち
ら
の
店
舗
の
特

徴
で
す
。

　

お
す
す
め
し
た
も
の
を
、

コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
で
は
見
か
け
な

い
か
ら
と
、
リ
ピ
ー
ト
買
い
や
ま
と
め
買
い
し

て
く
だ
さ
る
の
は
嬉
し
い
で
す
ね
！

　

特
に
人
気
な
の
は
、「
ト
リ
ュ
フ
・
ジ
ョ
ヴ
ィ

ア
ル
」
と
い
う
冬
季

限
定
の
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
菓
子
。
フ
ラ
ン
ス

の
伝
統
的
な
生
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
に
コ
コ
ア

パ
ウ
ダ
ー
を
ま
ぶ
し

た
も
の
で
、
食
べ
る

と
ふ
わ
っ
と
柔
ら
か

く
溶
け
、
当
店
の
コ

ー
ヒ
ー
に
も
合
い
ま

す
。
私
の
お
気
に
入

り
の
豆
は
、
酸
味
控

え
め
で
し
っ
か
り
し

た
味
わ
い
の
「
ジ
ュ

ピ
タ
ー
ブ
レ
ン
ド
ダ

ー
ク
」
で
す
が
、
こ

ち
ら
は
ク
ッ
キ
ー
の

よ
う
な
軽
い
食
感
の

焼
菓
子
に
合
い
ま
す
。

　

時
々
気
分
を
変
え

て
、
テ
ィ
ー
バ
ッ
ク
の
手
軽
さ
が
支
持
さ
れ
る

［
ジ
ュ
ピ
タ
ー
］
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
ィ
ー
で
休
憩
と

い
う
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
フ
レ
ー
バ
ー

も
お
茶
請
け
も
、
飽
き
さ
せ
な
い
ほ
ど
ご
用
意

し
て
い
ま
す
よ
。
も
し
迷
わ
れ
た
時
は
「
今
日

の
気
分
」
を
私
た
ち
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 「
コ
ー
ヒ
ー
、お
菓
子
、調
味
料
…

絶
対
に
飽
き
さ
せ
ま
せ
ん
!
」

コーヒーブレイクが楽しみになる、美味しい情報はこちらで

 ［ジュピター 中之島フェスティバルプラザ店］店長
近藤千

ち さ と

聖さん

Information from ジュピター 中之島フェスティバルプラザ店 ［中之島フェスティバルタワーB1階］
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大「島民」MAP 橋を渡って通う人、川を見ながら帰る人、
みんな「島民」です!

●京阪電車関連　京阪電車主要駅／京阪シティモール／京阪モール／デリスタ天満橋店／ホテル京阪 天満橋／ホテル京阪 京橋 グランデ
●大阪市北区・中央区・福島区　［書店］旭屋書店 梅田地下街店／紀伊國屋書店 梅田本店・グランフロント大阪店・本町店／ジュンク堂書店 大阪本店・梅田ヒルトンプラザ店・天満橋店／MARUZEN&ジュンク堂書店 梅
田店／文教堂書店 淀屋橋店／隆祥館書店　［公共施設・大学関連施設など］アイスポット／朝日カルチャーセンター／味の素 食のライブラリー／ABC朝日放送／大阪企業家ミュージアム／大阪倶楽部／大阪工業技術専
門学校／大阪国際会議場／大阪市中央公会堂／大阪市立科学館／大阪市立総合生涯学習センター／大阪市役所市民情報プラザ／大阪城天守閣／大阪商工会議所／大阪大学中之島センター／大阪21世紀協会
／大阪府立中之島図書館／大阪ボランティア協会／大阪歴史博物館／追手門学院 大阪梅田サテライト／川の駅はちけんや／関西学院大学 大阪梅田キャンパス／慶應大阪シティキャンパス／国立国際美術館／
CITYNAIL'Sインターナショナルスクール／芝川ビル／市立住まい情報センター／少彦名神社／中央電気倶楽部／適塾／ドーチカ／ホテルNCB／メビック扇町／立命館大阪オフィス／龍谷大学大阪梅田キャンパス　［店
舗・医院など］アンドール 本町本店／上町貸自転車／Ultra 2nd／江戸前鰻料理 志津可／天満橋鍼灸整骨院／MJB珈琲店／エルマーズグリーン コーヒーカウンター／大西洋服店／OOO(オーー)／カセッタ／喫茶カンタ
ーロ／喫茶SAWA／グランスイート中之島／黒門さかえ／コモンカフェ／The Court／サトウ花店 中之島本店／ザ・メロディ／シアトルベストコーヒー新関電ビル店／じろう亭／Girond's JR／心斎橋山田兄弟歯科／住友病
院／セブンイレブン大阪証券取引所店／タピエスタイル／たまがわ鍼灸整骨院／東郷歯科医院／NAKAGAWA1948 淀屋橋店／ナンジャーノ／パストラーレ／花かつ／BAR THE TIME 天神／平岡珈琲店／ビルマニア
カフェ／FOLK／フレイムハウス／ミニジロー／宮崎歯科／やきとりばかや／吉田理容所／LES LESTON
●大阪市内その他　［書店］旭屋書店 なんばCITY店／紀伊國屋書店 京橋店／ジュンク堂書店　難波店／福島書店／柳々堂／ルーブル書店　［公共施設・大学関連施設など］大阪科学技術館／大阪市社会福祉研
修・情報センター／大阪市立中央図書館／大阪府立江之子島文化芸術創造センター／川口基督教会　［店舗・医院など］あじさい／アートアンドクラフト／欧風食堂 ミリバール／大阪シティ信用金庫 江戸堀支店／御舟か
もめ／カルチャーカフェ上方／Calo Bookshop and cafe／写真とプリント社／鳥かごキッチン／ネイルサロン スワンナ／バルピコ／ホステル64オオサカ／MANGUEIRA／Loop A　
●大阪府下　旭屋書店 京阪守口店／学運堂／Books 呼文堂／水嶋書房 くずはモール店／大阪狭山市立図書館／大阪市立難波市民学習センター／大阪大学企画部広報・社学連携事務室／大阪大学 21世紀懐徳
堂／大阪大学本部／大阪府立中央図書館／摂南大学 地域連携センター／野村呼文堂／郵政考古学会／ゆったりんこ／連携考房 童子
●大阪府以外　ジュンク堂書店 西宮店／恵文社 一乗寺店／水嶋書房 丹波橋店／伊丹市文化振興財団／川のほとりの美術館／納屋工房／タバーン・シンプソン／百練／奈良県立図書情報館／龍谷ミュージアム
●東京　往来堂書店（千駄木）／BOOKSルーエ（吉祥寺）／B&B（下北沢）／隣町珈琲（荏原中延）／ONLY FREE PAPER（東小金井）／かもめブックス（新宿）

『月刊島民』はここでもらえます。

バックナンバーをご希望の方には１冊100円（手数料）でお譲りしています。なお、品切れの号もありますが、予めご了承ください。お問い合わせは下記の電話番号まで。

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

◎バックナンバーお譲りします。

◎定期購読も受け付け中です。

編集・発行人／大迫 力（編集集団140B）
編集・発行／月刊島民プレス　
若狭健作　綱本武雄（株式会社 地域環境計画研究所）　
松本 創　江口由夏（編集集団140B）
〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
Tel 06-4799-1340　Fax 06-4799-1341
制作進行／堀西 賢（ALEGRESOL）
デザイン／山﨑慎太郎　
表紙イラスト／奈路道程
印刷／佐川印刷株式会社

次号予告中之島Q
大きさは? かたちは?「意外と知らない中之島のこと」をクイズ形式で出題。
答えを知ることで、また新たな発見がきっとあるはずだ。

●『月刊島民』vol.104は2017年3月１日発行です!
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ス
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パ
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マ
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ケ
ッ
ト

で
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見
か
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か
ら
と
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リ
ピ
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ト
買
い
や
ま
と
め

買
い
し
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く
だ
さ
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の
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ね
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。
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入
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